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使用状況（2021年10月）

ソーシャルイノベーション
「社会課題に対するまったく新しい解決策で、既存の解決策よりも、高い効果を生
む・効率がよい・持続可能である・公正であるのいずれかを実現し、個人よりはむし
ろ社会全体の価値の創出を目指すもの」（スタンフォード・ソーシャルイノベーション
・レビュー）

乗り捨て可能カーシェアリング
設定されたステーション間で乗り捨て利用可能なカーシェアリングです。国内では
2014年3月に解禁されたものの、駐車スペースや車両の再配置の問題があり普及
には至っていません。本実験では、需要を可視化し、好ましい返却行動に報酬を
与えるインセンティブ設計により、ユーザ間で自律的に運用可能なシステムの実現
を目指します。実験中には、メカニズム（ルール）を適宜変更・調整して好ましいイ
ンセンティブ設計をさぐっていきます。

入札回数

20分単位の各時間帯への一ヶ月間の入札回数

を示したグラフです。10月の総入札回数は582
回で月間入札数としては過去最大となっていま

す。

入札額

使用時間

移動先の分布

20分単位の各時間帯への一ヶ月間の入札額の分

布を示したグラフです。入札額は対数スケールで

表しています。入札額は0.1から7トークンの間で入

札でき、入札額のデフォルト値は3トークンになって

います。車両を使用できるオークション勝利（win）、
使用できないオークション敗北（lose）、車両が希望

駐車場になかったオークション不成立（canceled）
という入札結果も表示しています。１0月のオーク

ション勝利は346、オークション敗北は56、オーク

ション不成立180でした。オークションに勝利して車

両を使用できた割合は59%（346/582）となりまし

た。

使用時間のヒストグラムです。0.5時
間、1時間、1.5時間・・・といった使用時

間ごとの一ヶ月間の頻度をまとめてい

ます。１0月の車両3台の使用時間総数

は653.95時間で、使用時間の中央値

は1.75時間でした。車両全体の使用時

間も先月に比べて大きく更新しました。

一ヶ月間の車両3台全ての移動を可視化し

ました。滞在した頻度が高いほど赤く、頻度

が低いほど黄色く示しています。多方面の

移動に使われているようです 。

モビリティオークション
登録者のみが利用できるオークションサイトを通じて車の使用権を獲得します。
オークションサイトでは、乗り始めたい駐車場の希望する時間帯に対して希望額を
入札できます。一回の使用に対して、一地点複数時間帯に入札が可能になってい
ます。

実証実験設備
現時点で使用できる車両は、三菱 i-MiEV 2台とBMW 1台です。奈良先端科学技
術大学院大学のキャンパス内と近鉄学研登美ヶ丘駅近くの駐車場、けいはんなプ
ラザ駐車場の3ヶ所で車の貸し出しと返却を行うことができます。これら3ヶ所のどこ
でも乗り捨て可能なカーシェアリングです。

ユーザーシナリオ

入札

オークション不
成立

オークション勝
利

使用 返却

車無し 需要確認

トークン
支払い

使用開始したい時間と場所，払ってもいいトークン数を宣言 いつ，どこのステーションへ返却してもよい

次のユーザの需要に応じた返却ができる

好ましい返却には報酬トークンがある

https://naist-carshare.github.io/


